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新SIRIUS開発の背景

SIRIUSの構成

データ管理方法、ユーザインタフェース

SIRIUSの今後



新SIRIUS開発の背景

新SIRIUSシステムの開発（構想）1995年頃に遡る。

世はまだ大型計算機全盛の時代だが、ワークス
テーション（WS)が台頭

大型計算機のHDは高価で低容量

WSの周辺機器は便利なものが続々登場

WSを数台並べた実験システムから開始

１０MのLANが主流の時代、基幹LANが光で１００M
ASTRO-Eをターゲットに開発をスタート



科学衛星データの流れ

＋受信時間

（サイエンスデータ
アーカイブス）

（衛星運用工学データベース）

SIRIUS

DARTS

EDISON

利用者
テレメトリ
（バスデータ、
ミッションデータ）

一次処理（時刻付
け・マージetc.）

二次処理
（物理量変換etc.）

二次処理
（物理量変換etc.）



SIRIUSサーバー群

機能：

マスターサーバ

データ（ファイル）サーバ

索引サーバ

伝送データ中継サーバ

CPUサーバ

Webサーバ

☆ひとつのマシンで複数の機能を持たせているものも
ある



SIRIUSハードウェア構成（主なもの）

ホスト名 用途 マシン

sirup 索引サーバ UltraAX-i2

siriusp CPUサーバ（Linuxマシン） PRIMERGY

polestar3 データサーバ（Planet-B） sun4m

sir1 CPUサーバ SunFireV240

sir7 基本処理WS（Muses-C） Ultra-60

sir9 CPUサーバ（alphaマシン） alpha

sir10 CPUサーバ SunFire280R

sir11 基本処理WS（Astro-E2） SunFire280R

sir12 基本処理WS（Astro-F） PRIMEPOWER250

sir2 マスタサーバ（代替） Ultra-5

sir3 データサーバ PRIMEPOWER450

sir4 CPU、Web、データダンプ Ultra-2

sir5 基本処理WS（Solar-B） PRIMEPOWER250

siriusm マスタサーバ、データサー
バ

PRIMEPOWER400

siriusa CPUサーバ UltraAX-i2

siriusb CPUサーバ、Web UltraAX-i2

siriusx 生データ中継サーバ PRIMEPOWER250

SIRIUSシステム室

センター計算機室

各マシン間はギガビットLANで接続

データはソケットインタフェースで受け渡される



SIRIUSシステム概念図（登録処理）

全データの格納場所を
示すマスターディレクトリ

衛星管制
LANから

中継サーバ

基本処理WS マスタサーバ
（システム管理）

データサーバ

全衛星共通
データサーバ

索引サーバ

索引情報

データ

データ

バックアップ用テープ装置

全データの索引情報
検索時に参照される

過去数ヶ月のデータを
保存するサーバ

全衛星のデータが最終的
に格納される場所

基本処理を行う

登録

管理情報



SIRIUSシステム概念図（検索処理）

全データの格納場所を
示すマスタディレクトリ

ユーザ

CPUサーバ

マスタサーバ
（システム管理）

データサーバ

全衛星共通
データサーバ

索引サーバ

バックアップ用テープ装置

全データの索引情報
検索時に参照される

過去数ヶ月のデータを
保存するサーバ

全衛星のデータが最終的
に格納される場所

データ問い合わせ／
検索情報

データ転送依頼／
データ転送

SDTP



SIRIUSデータ管理

パケットテレメトリ（「のぞみ」以降）

・・・可変長データを送れる

データ処理・管理が複雑な反面、データ送出側の自
由度が高い

非パケットテレメトリ（「はるか」以前、及び「れいめい」）

・・・データ管理・アクセスは容易だが柔軟性に欠ける

SIRIUS内では特殊なパケットテレメトリ方式として扱

う



SIRIUSデータ管理（テレメトリデータ）

PCA_PDU形式で格納

各パケットの情報を整理した
パケット情報ファイル

時刻とデータ格納位置を対応
させた高速アクセステーブル

VC00

VC01

VC02

・・・

VC n

局A S-band

局A X-band

局B S-band

Pass
yymmddhh～

Pass
yymmddhh～

Pass
yymmddhh～

・・・

Pass
yymmddhh～

衛星B

衛星A



SIRIUSデータ管理（テーブル類）

高速アクセスするための管理テーブル

衛星データ関連表

受信局データ関連表

パスデータ索引表

アクセスパス管理表

軌道要素データ索引表 etc.

これらを参照して目的のデータに高速アクセスする



ユーザインタフェース（検索）

ファイルインタフェースによる検索

・・・CPUサーバに作成される検索結果のファイルをftp等で取

得する

TTY画面検索

Web検索

・・・パスデータ及び軌道要素が検索できる
付加機能としてデータダンプ（パケットorVCDU）



例：TTY画面検索









例：Web検索

SIRIUS Web検索 衛星選択画面



SIRIUS Web検索 衛星選択画面



SIRIUS Web検索 パスデータ表示画面



SIRIUS Web検索 ダンプ画面



ユーザインタフェース（データ取得）

１．プログラムインターフェース

ユーザーは自身のプログラム内でアクセス関数を呼び出し、
SIRIUSのCPUサーバとソケット通信でデータの受け渡しを行う

ユーザマシン CPUサーバ

SIRIUS



ユーザインタフェース（データ取得）

２．ファイルインターフェース

ユーザーはCPUサーバにパラメータファイルを転送し、リモートで
ファイルインターフェースを起動。CPUサーバに作成される衛星
データファイルをftp等で取得する。

ユーザマシン CPUサーバ

SIRIUS

パラメータファイル

ファイル
インタフェース

テレメトリデータ

コマンド起動

転送（ftp等）



SIRIUS現状

すざく、はやぶさ、あかり、ひので はUNIXシステムで

日々稼動中

あけぼの：海外からのデータ伝送がftpに変更

大型計算機にも登録

Geotail：大型からWS系に移行中

れいめいは衛星管制系を使っていないので、プロジェク
ト側アーカイブから生データを取得して登録



課題と今後の方針（考え中）

分散化のデメリット：管理するマシンの多さ

→ マシンの処理能力が向上しているので、一緒にできるも
のは集約してしまう

セキュリティポリシの見直し

→ アクセス制限、権限など

更なる高速化に向けて

→ 来年度以降実施予定

ユーザへのサポート

データ管理方法の見直し → パケット単位とか？

☆ご意見いただけるとありがたいです。
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